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1．はじめに 

 微粒子が液体や気体中に浮遊する際、周

囲の分子に衝突されて不規則に運動する現

象はブラウン運動と呼ばれており、物理学

の一課題として多くの研究がなされてきた

¹⁾ ²⁾。しかし、微粒子（以下、コロイド

粒子）のブラウン運動の挙動と周囲の液体

（以下、分散媒）の粘性の大きさとの関係

についての詳細な研究はあまり見受けられ

ない。そこで、本研究では分散媒の粘性の

変化に伴い、コロイド粒子のブラウン運動

の挙動がどのように変化するのか調べるこ

とを目指す。 

 

2．目的 

 ブラウン運動の挙動を観察するための準

備的研究として、粘性を変化させる分散媒

の選定を行う。また、その分散媒を用いて

ブラウン運動の挙動の変化を観察できるこ

とを確認する。 

 

3．方法 

設定した条件を満たす分散媒を挙げ、

TVC10型粘度計を用いて分散媒の濃度と粘

性の関係について調べた。また、コロイド

粒子は墨汁とし、顕微鏡（倍率：600倍）

でブラウン運動を観察した。 

 

4．結果と考察  

 粘性を変化させる分散媒の選定では、そ

れぞれの分散媒の濃度と粘性の関係から、

ポリビニルアルコールが最適であると判断

された。また、粘性の変化によるブラウン

運動の挙動の変化をカメラとパソコンを通

して目視で確認することができた。 

 

5. まとめ 

 粘性を変化させる分散媒の選定を通し

て、ポリビニルアルコールがブラウン運動

の挙動の変化を観察するための分散媒とし

て利用できることが示された。顕微鏡でブ

ラウン運動の様子を観察する際、分散媒が

蒸発してしまうことやコロイド粒子の上下

運動によりピントがずれてしまうことが課

題として挙げられる。挙動について、定量

的な観察からブラウン運動の挙動と粘性の

大きさとの関係を解明していきたい。 
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